
マルチパラメータフェーズドアレイ気象レーダの開発と
豪雨・竜巻の早期予測の実現

動機・目的

いわゆるゲリラ豪雨などの局地的豪雨や竜巻に
よる、特に人的な、被害を最小限にしたい。

 科学的な知見として豪雨は高く発達した積乱雲
からもたらされることがわかっている。 【立体観
測が必要】

 ゲリラ豪雨は急激に発達して豪雨をもたらすため、
予測は難しい。 【短時間現象を高速に捉える必
要性】

MP-PAWRの開発
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フェーズドアレイ気象レーダとは MP-PAWRの観測範囲

はじめに

MP-PAWR（マルチパラメータフェーズドアレイ気象レーダ）開発

予測情報プロダクト

まとめ

社会実装へむけた取り組み

局地的大雨

強風・竜巻

高橋暢宏（名古屋大学・情報通信研究機構）

2017年7月の九州北部豪

雨のレーダによる立体構
造（データ提供：国土交通
省、作図：防災科学技術
研究所）

降雨構造を「素早く」「立体的に」観測する技術開発
観測と数値モデルを組み合わせた「予測技術」開発

豪雨予測の「ニーズに合わせた」提供による「社会
への実装」

強風・竜巻ナウキャスト

浸水予測

豪雨ナウキャスト

利用者との協働による
実証（社会実装）

アルゴリズム開発 観測・予測技術開発

一般市民

下水道管理者

公園管理者

地下街管理者

建設事業者

最新レーダ開発
MP-PAWR

数値モデル

水蒸気・雲・降水観測網

鉄道事業者

鉄道災害予測・避難経路

研究開発のゴール

「普段使いから防災活動まで」活用

・ペンシルビーム
→方位角および仰角方向に機械走査

パラボラアンテナ型

・ファンビーム
→仰角方向には電子走査

フェーズドアレイ型

立体構造の連続観測により，
積乱雲の発達の様子がわかる

上空で形成された雨の落ちる様
子がわかる．

「直観的な豪雨予測が可能」

MP-PAWRによる「直接的な」20分豪雨予測
様々な観測と数値モデルを組み合わせた1時
間先の豪雨予測

ドップラーレーダと数値モデルの併用による強
風ナウキャスト

推定した風速場から竜巻警戒情報を市町村
単位に絞り込む

• VIL （ Vertically Integrated Liquid water
content：鉛直積算雨水量）＝未来に落ち
てくる上空の雨 を探知。

• 長時間（～1時間）の予測は数値モデルと
のプレンドにより精度の劣化を防ぐ

ユーザの登録地点における豪雨の探知情報
を携帯電話にプッシュ送信

• 「これから激しい雨が降ります」
• 豪雨発生の２０分前の探知を目標
• 更新間隔：５分

VIL
MP-PAWR

• 通勤・通学、家族への連絡
• 家や身の回りの注意
• 日常の外出等の判断

実証実験：20分先の大雨情報

観測・予測
技術開発

プロダクト
情報発信

利活用の場面

何ができるように
なるか

• 屋外競技における大会運営支援
• 競技者・観客のスムースな避難

MP-PAWRによる豪雨予測を幅広いユーザの利用を想定した実証実験。

• 10分間平均風速の予
測値＞10 m/s（30分先
まで）で Eメール送信

ナウキャストマップを
ウェブ表示

③

•強風情報→特殊な作業者等が利用
•建設会社 ：高所クレーン操作等での危険回避・作業効率化
•自治体 ：事前の避難指示等による人的被害軽減
•交通関係 ：事前の対応による危険回避・人的被害軽減

•竜巻情報→一般市民などの人的被害を軽減

MP-PAWR等による風観測値
＋気象庁解析値

⇒更新間隔10分で30分先ま
での強風を予測

・ SReHに基づく竜巻危険度
指標の予測を重ね合わせ

②①

ストームレラティブヘリシティ（SReH）を指標とした鉛直渦
生成（竜巻危険度）予測

実証実験：強風ナウキャスト情報

観測・予測
技術開発

利活用の場面

何ができるよ
うになるか

MP-PAWRや数値モデルを用いて強風の予測および竜巻危険度を予測する。

プロダクト
情報発信

•各列車の最適な運
行方法を算出
•旅客の安全な避難
経路を算出

鉄道事業者における災害対応判断を支援
•運行中の列車のより適切な危険回避
•異常時における旅客のより安全な避難

MP-PAWR観測・予測
数値モデルの予測雨量

観測・予測
技術開発

利活用の場面

何ができるよう
になるか

浸水箇所推定
土砂災害危険性

こっちに避難して!!

行ってもいいよ!!

洪水
土砂崩れ

逐次更新される
気象、水位データ
を基にした予測

水路沢状部 浸水域

運転規制・旅客避難経
路決定支援システム 鉄道の運行に対して

•豪雨予測を基にした浸水・土砂
災害の危険性を表示

•災害予測情報に基づく最適な運
行指示、旅客避難経路を提示

線状構造物である鉄道に特化して、ゲリラ豪雨による浸水・土砂災害の影響を
予測し、より適切な運転規制や旅客避難の判断を支援するシステムを構築する。

プロダクト
情報発信

実証実験：運転規制・旅客避難経路等決定システム

・ 集中豪雨をもたらす気象環境場の評価手法の開発（発生地域の予測）
・ 詳細な降雨情報を用いて高確度に土砂災害が発生する場の評価手法開発
・ 土砂災害危険度を評価し、可視化するシステムを構築

・高確度に発生する土砂災害に対し
警戒･避難のリードタイムの確保、および地域の特定を行う

⇒ 適切な避難勧告･指示の発令、立ち退き・家屋内安全確保判断に活用

MSM予測雨量
（19日15時初期時刻、12時間先予測）

広島市付近の
降雨予測はで
きているが、
量的に過小

例）K指数
（19日15時初期時刻、12時間先予測値）

広島市付近に
線状の不安定
域が予測され
ている

【現在】 【将来】
＜リードタイムの確保（気象環境場の評価）＞ ＜高確度に土砂災害が発生する場の特定（イメージ）＞

現在 将来

高確度な地域を特定

■：土砂災害発生基準を超過

実証実験：土砂災害発生予測

観測・予測
技術開発

プロダクト
情報発信

利活用の場面

何ができるよう
になるか

・ ６～12時間先の豪雨ポテンシャルマップ
・ 高確度化した土砂災害発生予測

土砂災害発生予測における以下のような課題を解決する。
・警戒･避難に十分なリードタイムを確保するには降雨予測精度が不十分
・見逃しなく危険度を評価するため、空振りが多く切迫感が得られにくい

SIP後の活動
• MP-PAWRの継続運用による実証実験の継続
• 短期的には，2020年オリンピック・パラリンピックにおいて，開発したシ
ステムを実利用する．
• 大会運営者・観客・旅客輸送 等

MP-PAWR等
による最新の
観測・予測技
術による豪雨
早期探知

様々な予測
プロダクトの
社会実装

豪雨や竜巻
に対するリ
スクの少な
い社会

Society 5.0

新たなレーダ技術を軸にした豪雨や竜巻の予測の高度化と社会実装に
向けた研究開発を行っている。SIPの成果を防災における超スマート社
会の実現に結びつけたい。

フェーズドアレイレーダ技術の特性を生かした高速立体観測が可能

製造中のアンテナ表面（左）・裏面（右）
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2017年7月8日15：23 360度カメラにて撮影（埼玉大 長田先生）

MP-PAWRは埼玉大学に設置し、都内に襲来するゲリ
ラ豪雨等を俯瞰して観測する。また，2020年オリン
ピック・パラリンピックのほとんどの競技会場を60km
圏内にカバーする。

政府インターネットテレビ
http://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg15060.html
をご覧ください。

http://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg15060.html

